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さ らに進歩した台車ではこ ー主型どら 上抱れま 〈ら
れらの儀械的摩擦部分をなく l 件岩 1 r でヲ一一'~I=，
して ， 保守の容易をはかると斗耕一 一明J
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止につと めている 。 すなわち一一一孟一一
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のない取h箱支持

方法の仰lであり ，

わが医lでも最近

はこれらの方法

によ った台車が

次第に数を域し

考奈されている。また矯れまくらと台Jl1横ぱりとの摺動部をな

く すためには図-6 のように， ピ γ とリ γP で結合した り ，また

はポノレスタア γ ヵと称するゴムを用いた， 自在継手を用いてい

るものが多い。

台111の主軸受は旧形式のものは平納受であるが， その後テ ー

パコロ l制l受が用いられる ようにな っ た。さらに最近て'は:qr刺lに

償却Jをゆるして車輪フ ラ ンジ部の械圧を減じ，また紬箱を小形

にでき， さらに修繕の際に簡単に]設はずせる等の理由で， 円筒

形コ ロ il ijh受が脇んに用い られる よ うにな っ た。

路間f!1II正て'は台:qrの振動性能をよ く し， また防音のために車

輸の輪心部に防振プムを挟んでいるものがある。 また試験的に

客車 ・ 気動車等に使用されているものには ， '!li.気入ゴムタ イ ヤ

を用いたものもある。電車および気ilih 111の動力台平は， さらに

駆動装置を支持しなければならないから， 一般の客車用の台車

に比して一層堅固なものとなる。 J'îllエの台I11は高速のものは客

車用のものと大差なく ，揺れまくら式であるが， 一般には図ー7

の よ うにいわゆる浮ま くら式ポギー で， 1字まくらがま くらばね

の上にささえてあっ て， それ自体が上下lli1Jをなし得るに過ぎな

い。 すなわち左右1IiJJに対する術聖書緩和 l 作用が行われないから，

この台111は高速度には適 しない。(内村守男)

だいし 々 のこうぞう 台車の構造 (電気機関車の) (英)

construction of truck (for electric .Iocomoti ve) 低気機関車の

台車は平体重量をおもに心ざらで支持して線路を走る装置で，

動軌の数および運転速度によ っ てその附造が!ìif.な っ ている。 通

常は 2 総の主台111 と先台車とに分れ， 互に中関連結装置によ っ

て結ばれている。

主台111は台耶わくの主主要部をな し， ばね装置と刺l箱を介 して

励輪車h上にの っ ている側ぱり と ， ßlIJばりを結ぶ横ばり の中央に

あって，車体m企を受けてい る まくらばり (心ざらを有する)，

flliJばりの端部を結ぶ端ばり ，お よ び特に主電動繊のノ ーズ受を

設けてある主電動後つり横ばり な どに よ って附成している主台

わくを主体とし， これに動輪軸 ・ 軸受 ・ Ifね装置 ・ 基礎プ レー

キ3定住を装備している後関車の走行部である。

主台わくは削IJばり ・ 横ばり ・ 端ばりをそれぞれ鋳鋼， または

圧延鏑材で作り ，これを打込ボル ト で組立てた組立式と 1 体

鋳鋼台わ く とあるが組立式が大部分である。

Iド休軍五iは主として 2 組の台111心ざらで支持するが，動輪恥h

の数およびその配世によっては，各動輸のID:ß:配分を よく する

ため補助ささえを設けるこ と がある。これを荷亘分配装置とい

い， 事休心ざら とは 5J IJの {立{世に重量:配分に よ って定め られ， コ

イ ノレばねとばね受， はさみ金および滑動する郎分から成立ち，

はさみ金のl早さを制整してばねのたわみを加減 し， 分配された

拘置を支持するようになっ ている。 通常この荷重は 1 -2.0 t 程

l支のものであ る。
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1 の l 主台車の組立 ( E F 58 形)
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